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各 回 時 間 ： 14 ：00～15 ：30
開　催　日 ： 第１回　平成26年10月 1 日（水）
 （全5回）  第２回　平成26年10月 8 日（水）
  第３回　平成26年10月15日（水）




































































































































































































































































休 室 日 : 日曜日、月曜日　※但し、祝日は開室
開催時間 : 午前10時～午後4時30分　※入場は午後4時まで
場　　所 : 国文学研究資料館1階 展示室
入場無料
※当館協力で特別企画展「中原中也と日本の詩」を次のとおり開催いたします。


















聴 講 料 : 無料　※事前申込が必要です。
























































使 用 言 語：日本語
参 加 要 領
参　加　費 : 無料


























































日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4
3 4 5 6 7 8 9 7 8 9 10 11 12 13 5 6 7 8 9 10 11
10 11 12 13 14 15 16 14 15 16 17 18 19 20 12 13 14 15 16 17 18
17 18 19 20 21 22 23 21 22 23 24 25 26 27 19 20 21 22 23 24 25
24/31 25 26 27 28 29 30 28 29 30 26 27 28 29 30 31
●開館：9：30～18：00　　●請求受付：9：30～12：00，13：00～17：00　　●複写受付：9：30～16：00
ただし、土曜開館日は、
●開館：9：30～17：00　　●請求受付：9：30～12：00，13：00～16：00　　●複写受付：9：30～15：00
発行日 平成26年（2014）８月１日
編　集 国文学研究資料館広報出版室
印刷所 睦美マイクロ株式会社
ⓒ人間文化研究機構国文学研究資料館
閲覧室カレンダー　2014年　8月～10月
表紙絵資料紹介
小倉 擬
なぞらえ
百人一首　（当館蔵　請求番号　ユ3-231-1～104）
大判錦絵揃い物104枚。縦37.2㎝×横25.6㎝。弘化3年（1846）頃制作。江戸・伊場屋仙三郎板。絵師　一柳斎広重・
一勇斎国芳合作。柳
りゅうかてい
下亭種
たねかず
員序文。
小倉百人一首の歌の一部分を、伝説や演劇に登場する人物に見立てたもの。題字、目録、種員の序文と、天智
天皇の歌の図が2種類あるため、合計104枚になる。
掲出の天智天皇歌の図は『浮世絵擬百人一首』（吉田幸一・倉島須美子、笠間書院、平成14年・2002 ・刊）所
収の同揃い物の中には見られない。2種類の図はどちらも「秋の田のかりほの庵の苫をあらみ　わが衣手は露に
ぬれつゝ」を御曹司牛若丸に見立てたもの。柳下亭種員による説明文「（源
みなもとの
御
おんぞう し 
曹司）牛
うし
若
わか
丸
まる
一
ひととせ
年奥
おゝ
羽
う
へ下
くだ
り玉ふ
頃
ころ
　三
みかはの
河国
くに
矢
や
矧
はぎ
の長
ちやう
が家
いへ
に止
し
宿
しゆく
し　娘
むすめ
浄
じょう
瑠
る
璃
り
姫
ひめ
と糸
いとたけ
竹を合
あ
曲
はせ
深
ふか
く契
ちぎ
りをかはせしことは　世
よ
の人
ひと
能
よく
知
し
る所
ところ
なり」
も、（ ）内が書き加えられたのみで、ほぼ等しい。和歌の「わが衣手は露にぬれつゝ」を、『浄瑠璃御前物語』の、
夜再び浄瑠璃姫の許へ忍んだ牛若丸の袖が、夜露に濡れている様に見立てた。掲出図には後ろに立つ男が描き加
えられ、牛若丸は邸を振り返る構図である。浄瑠璃姫と契りを結び、金売吉次とともに奥羽へ下る所か。一方参
考図の牛若丸が一人で描かれる場面は、邸に忍び入る所か。　　　　　　　　　  　　　　　　　（山下　則子）
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